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 [授業の概要・目的]
文化人類学の基本的な民族誌や最先端の理論にかかわる文献（英語を含む）を読む。また、受講者
による研究発表を行い、論文執筆の指導をする。

 [到達目標]
この科目を通じて、ゼミでの発表や他の学生の発表を理解し、適切な質問をする力や、英語論文の
読解力をつけることができる。研究課題に主体的に取り組み、論文の構成などを身につけることが
できる。先端的な論文に触れることで、自身の研究の方向や位置が明らかになる。

 [授業計画と内容]
1-15　	文献読解と研究発表。

 [履修要件]
ほかの文化人類学演習を履修することが望ましい。

 [成績評価の方法・観点及び達成度]
平常点　積極的な態度、発言などを評価する。

 [教科書]
使用しない
必要に応じて文書を配布する。

 [参考書等]
  （参考書）
必要に応じて複写あるいは関連文献の情報を与える。

  （関連ＵＲＬ）
http://www.zinbun.kyoto-u.ac.jp/~shakti/

 [授業外学習（予習・復習）等]
論文読解のときは、担当に関係なく予習が求められる。当日は全員が質疑応答をする。発表にあた
っては、数週間前から資料の整理、発表の練習などが必要である。

（その他（オフィスアワー等））
問い合わせは　shakti@zinbun.kyoto-u.ac.jpでうけつける。

※オフィスアワーの詳細については、KULASISで確認してください。


